
令和６年度自己評価結果公表シート 

 

作成 大阪商業大学附属幼稚園 

 

１．本園の教育目標 

学校法人谷岡学園の建学の理念“世に役立つ人物の養成”を基礎として、“人間形成の土

台つくり”を進めるため、園児達の遊びや生活を通した教育活動を行う。 

① 豊かなこころを育てる・・・品格ある立派な人間に育てるために！ 

② 小学校につながる力を育てる・・・小学校でますます学力が向上するように！ 

③ やわらか頭を育てる・・・自分の頭で考える力を育てるために！ 

④ 楽しい生き方ができる・・・自己の力を効果的に発揮できるように！  

 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画  

・建学の理念をもとにした教育を推進するため、以下の五点に重点を置き、教育内容の充実、

改善に努める。 

（１）建学の理念、幼稚園教育要領が生きた生活や遊びを展開する。 

（２）主張することができる力と聞くことができる力を養い、小学校につながる力を育て、

人間形成の土台つくりとしての幼児教育を実践する。 

（３）豊かな学びと体験を生む環境を整え、「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表

現力等の基礎」並びに心情、意欲、態度を育てながら、学ぶ力、考える力及びコミュ

ニケーション力を養い、仲間関係だけでなく、人同士の関係を豊かにする保育を実践

する。 

（４）キンダーカウンセラーや行政機関等との連携を図り、支援を要する園児への取り組み

を継続し、保護者の相談等への対応を充実する。 

（５）保護者との連携を通して、園児と保護者の満足度を向上させる。 

・教員の資質向上を目指し、外部研修への積極的参加及び園内研修の強化に努める。 

・教員自らが保護者の意見も参考にしながら、保育の内容の再確認と見直しを行うなど、ＰＤ

ＣＡサイクルを廻しながら自己の教育力向上を図る。 

・教育方針に対する保護者の理解並びに保護者との連携、協力を深めることにより教育効果を

高め、園児が基本的生活習慣（生活リズムの確立、ＴＰＯの感覚、内省する習慣、我慢する

気持ち、踏んばる力）を身につけることで、園児が育つ幼稚園を目指す。 

・高校生や大人と園児の交流を深め、園児の生活の幅を広げ、園児の一層の成長につなげるた

め、地域や系列校との連携に取り組む。 

・保育の質向上に資するため、外部有識者や他園の教員を招いた公開保育（ＥＣＥＱⓇ等）の

実施に取り組む。 

・創立 70 周年の年となるため、記念式典を挙行するとともに、次代に向けてカリキュラムを

点検し、見直しを図る。 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

評 価 項 目 取 組 状 況 

幼稚園の教育課程の編成・実施に

関し、教職員間の共通理解を図

る。 

保育マップを作成・活用し、幼稚園教育要領を建学の理念

及び教育方針とすり合わせながら、保育の有機的な連携を図

るとともに、保育の可視化に努めた。また、教員による日々



の振り返りを行い、ＩＣＴも活用し、教育に関する情報の共

有に努めた。 

また、カリキュラムの点検と見直しを行い、保育の五領域

の視点を加味して、次代を見据えた学年別カリキュラムを編

成し、創立 70周年の記念誌にも掲載した。 

新しく編成したカリキュラムをベースとして、幼稚園教育

要領と建学の理念等との接点を意識しながら、より良い教育

課程の編成・実施に向けて取り組んでいく。 

建学の理念、幼稚園教育要領、教

育課程、園児の実態等を基に指導

計画を作成する。 

園児の実態を踏まえ、学びや育ちを保証できるように職員

会議や学年別会議において教員が意見交換を行いながら、各

学年のつながりを意識し、建学の理念及び幼稚園教育要領を

踏まえた指導計画の作成に努めた。 

引き続き、「カリキュラムマップ」も活用しながら、指導

計画の充実に取り組んでいく。 

教職員間の保育に対する共通理

解を深めるため、園内研修を充実

させ、研究会等へも積極的に参加

し、教員一人一人の資質の向上に

努める。 

オンラインでの研修も含め外部研修等へ積極的に参加し、

その内容を園内研修で報告するなど、日々の保育の参考とな

るよう情報共有を推進した。 

テーマを設定した園内研修を複数回実施し、教職員間で意

見交換を行い、互いに刺激し合いながら、自己研鑽にも取り

組んだ。 

また、公開保育（ＥＣＥＱⓇ等）を２回実施し、外部評価

者による教育参観後、評価できる点や意見を聴取し、意見交

換を行うことで、今後の教育の質向上を図った。 

さらに、支援を要する園児についての情報を全教職員間で

共有し、カウンセラーの助言も取り入れ、当該園児に対する

共通理解を深め、見通しを持った保育に取り組んだ。 

園だよりや子育てサロン、公式Ｗ

ＥＢサイト（新着情報、ブログ）

などを通して幼稚園の情報を発

信していく。 

保護者との懇談、保育参観及び子育てサロン等を開催し、

教育方針及び園児の学びや育ちを定期的に保護者に伝える

とともに、保護者の思いや考えを受け止める機会としても活

用した。 

個人情報の管理に配慮しながら、公式ＷＥＢサイトや

Instagram を利用し、園児の幼稚園での生活や行事の様子等

の情報発信に努めた。 

保護者への情報伝達用の「れんらくアプリ」を活用し、保

護者への連絡を迅速且つ効率的に行うとともに、同システム

により通園バスの位置をリアルタイムで発信し、通園バス利

用者のバス停での待ち時間の短縮を図るなど、保護者の利便

性の向上に努めた。 

また、保護者会の連絡にも「れんらくアプリ」を活用し、

活発な保護者会活動の一助とした。 

安全に配慮した環境づくり（施

設・設備の改善）を進める。 

保育環境の整備のため、随時、遊具の点検を実施し、必要

に応じて補修した。 

機械警備を継続するとともに、園舎内外の補修・改善を行

った。本園の正門と裏門門扉のオートロック式電気錠付門扉



により、外部からの不審者の侵入を防ぎ、園生活の安全を確

保するとともに、分園についても同様のオートロック式電気

錠付門扉により、安全確保に努めた。また、防犯カメラによ

り、園周辺の監視も行った。 

さらに、通園バスに設置したドライブレコーダーの記録を

もとに、教職員で意見交換を行い、バス運行の安全性の向上

を図った。 

引き続き、安全に配慮した環境と整え、園児の安全を確保

していく。 

地域・系列校との連携を進める。 地域との連携では、園児達が地元小学校を訪問し、園児と

小学生の交流を図った。 

系列校との連携では、大阪商業大学高等学校の生徒による

園児の意見を取り入れた玩具（木製パズル）の制作を実施し、

園児と生徒の交流を行った。また、同高校の吹奏楽部の生徒

による演奏会を開催し、園児の親子だけでなく、地域の方々

にも生演奏を楽しんでいただいた。 

さらに、大阪緑涼高等学校保育系進学コースの生徒が来園

し、園児との交流を行った。 

新しい未就園児保育及び預かり

保育施設を有効に活用する。 

令和５年９月より利用を始めた分園「そよかぜ」において、

未就園児保育（プレスクール）と預かり保育を実施した。 

プレスクールの利用者は、翌年度には新入園の募集対象と

なるため、園児確保の観点から新しい施設の利用満足度を上

げるよう、広々とした施設を活かして、ゆったりとした保育

に努めた。 

引き続き、「そよかぜ」の有効活用を図り、利用者の満足

度向上と園児獲得に取り組んでいく。 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

・幼稚園教育要領及び幼稚園の教育方針を意識し、教員間の情報共有にも努め、園児一人一人

を見つめる教育を実践した。また、園児が達成感や自己肯定感を感じられるよう、園児の思

いや考えを大切にし、園児を中心に置いた教育を実践した。 

・園児が自らの思いや考えを伝える話し合いの時間を大切にして、園児同士、園児と大人の関

わりも意識し、コミュニケーション力や仲間意識の涵養に努めた。 

・文庫を活用して、園児が多くの絵本に出会う機会を創出し、物語に入り込む集中力やイメー

ジを広げる想像力を養うとともに、情緒豊かなこころの育成に努めた。 

・令和５年度に完成した分園「そよかぜ」を活用し、預かり保育及び未就園児保育（プレスク

ール）の質の向上に努めた。 

・生き物の飼育、野菜の栽培など、さまざまな日々の園生活における体験や遊びを通して五感

に働きかけ、建学の理念を意識した質の高い教育を展開することにより、園児の学びや育ち

に向かう心情・意欲・態度を育んだ。 

・火災、地震、不審者の侵入を想定した三種の避難訓練を行い、園児に対して「自分の命は自

分で守る」ことができるように指導し、日々の生活における危険回避力を育んだ。 

・教員に研修会やセミナーなどへの参加を促し、自己研鑽の一助とするとともに、園内で研修

内容を報告する機会を設け、研修内容の共有を進め、教員全体の資質向上に努めた。また、



テーマを設定した園内研修も実施した。 

・公開保育を実施したことにより、外部評価者の率直な意見を聞くことができ、今後の教育内

容の検討に役立てることができた。 

・公式ＷＥＢサイトに加え、Instagramを活用して情報発信に努め、保護者及び一般の方へ教

育内容の周知を図った。 

・創立 70 周年の記念式典挙行、記念誌発刊などを通して、保護者とともに歴史と伝統を再認

識し、次の創立 80 周年の節目の年に向けて、これまで培われてきた教育や伝統を大切にす

る意識の醸成を図ることができた。なお、次代に向けて見直したカリキュラムを記念誌に掲

載した。 

 

５．今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取り組み方法 

教育力向上へ向けた取り組み 教員の自己研鑽を推進するため、園内研修の充実と研修会

（学会、全日幼、大私幼、近研関係、大阪府私学課、大私幼プ

ロジェクト、ちゃいるどネット他）への積極的参加を推進し、

引き続き、教員の教育力向上を図る。 

学年ごと、経験年数ごとなどで教員をグループ化し、各グル

ープで意見交換を行うことにより密度の濃い会議を実践して、

日々の保育を振り返りながら、改善点の早期発見と改善策の検

討を進め、全体の職員会議へとつなげ、教育力の向上を図って

いく。 

一方で、教職員間の情報共有を進め、個人の問題点を幼稚園

の問題点として捉えながら、公開保育の結果を踏まえ、全教職

員で改善策を考え、教育内容の充実を進めていく。 

また、引き続き、働き方改革にも取り組むとともに、公開保

育も実施し、外部評価者の意見を取り入れていく。 

保護者との効果的連携の推進 幼稚園に対する保護者の期待や要望を保護者懇談会、保育参

観、子育てサロン及び担任等を通じて把握し、保護者の求める

幼稚園像を確認しながら、建学の理念や教育方針に基づく教育

を実践していく。 

公式ＷＥＢサイトや Instagram を用いてタイムリーに情報

発信を行い、保護者から寄せられる感想や意見等をもとに保護

者との連携強化を図っていく。 

定期的に保育参観を開催し、日常の保育の様子を公開する機

会を継続して設けるとともに、「親子ふれあいの日」の土曜日

実施など就労中の保護者も参加しやすい行事を継続して実施

する。 

保護者会活動に対しては、保育に支障がない限り、施設利用

等の協力を行い、活動を支援していく 

安全管理マニュアルに基づく

防災・防犯体制の確立 

安全管理マニュアルは、状況に即して随時更新する。 

学期毎に避難訓練を実施して、震災やゲリラ豪雨等の自然災

害を含む大規模災害に備え、全教職員が園内の避難経路及び各

自の役割分担を確認し、自覚を持って行動できるようにする。 

引き続き、東大阪市や布施警察署と連携した交通安全教室や



防犯訓練を実施し、安全や防犯に対する意識の向上を図る。 

法人本部危機管理担当及び大学警備員とも継続して連携し

ながら、園児が安心して園生活を送れるよう、幼稚園周辺の定

期的な巡回、危険個所の把握及び教職員間の情報共有を行う。 

特別支援教育の充実 支援を要する園児の保育は、専門家の意見や助言等を取り入

れて実践していく必要があるため、今後もキンダーカウンセラ

ーと教職員との意見交換や研修を充実させる。 

また、保護者の相談にも対応するため、引き続き、キンダー

カウンセリングの活用を促進し、併せて、保護者に対して園児

への「気づき」を促す取り組みを実施する。 

園児の発達や遊びの様子を把握し、園児と保護者へ適切な対

応を行うため、教員の確保を含めた体制を整える。 

教員が積極的に外部研修へ参加し、園内研修を通じて研修内

容の周知を図る一方で、公的機関と連携し、支援を要する園児

の成長を促していく。 

地域・系列校との連携 これまで積み上げてきた地域とのつながりを大切にし、さら

なる相互理解を深めるため、「おひさまフェスタ」などの諸行

事などを通して積極的に地域へ働きかけ、幼稚園の活動、行事

等への理解が得られるように努める。 

また、幼小接続に関して、近隣小学校との連携をこれまで以

上に充実させていく。 

引き続き、大阪商業大学の施設の利用、大阪商業大学高等学

校デザイン美術コースとの連携による木製パズル制作及び大

阪緑涼高等学校保育系進学コースとの連携など、系列校との連

携の充実を推進する。 

子ども・子育て支援新制度への

対応 

「認定こども園」への移行については、研修会への参加及び

東大阪市並びに近隣幼稚園への聞き取り等を行い、引き続き、

情報収集を進め、検討する。 

また、入園に際して「認定こども園」との併願者が存在する

ことから、本園の特色や強みを伝え、併願者が本園を選択し、

入園に至るよう取り組んでいく。 

 

６．学校関係者よりの意見 

★心情・意欲・態度を育てる教育 

✓ 園児の意見をしっかりと聞き、園児の気持ちを踏まえた保育を行っており、園児達は何

事にも楽しさを感じている。 

✓ 園児の発想をしっかりと受け止め、大切にし、その発想を活かした保育を行っている。 

✓ 園児同士で良いところも悪いところも認め合い、受け入れる心が育つ保育である。 

✓ 園児の好奇心や探究心が育つ保育であると感じる。 

✓ 異年齢児との交流が多く、思いやりやいたわりの心が養われている。 

✓ 行事等が多彩で、思考力や表現力の成長を感じる。 

✓ 先生主導ではなく、園児主導で決めごとをしており、自分の考えをしっかりと伝えるこ

とができる力と何事にも取り組んでいく意欲が育つ保育を行っている。 

✓ 園児の表情が豊かで、明るく元気な園児が多いと感じる。 



★充実した保育、施設及び環境 

✓ 園児一人一人に寄り添った保育を実践し、教員が園児の名前を覚えて声掛けを欠かさ

ないなど、園児への接し方に愛情を感じる。 

✓ 教員の園内研修を開催するなど、常に質の高い保育の確保と実践に努めている。 

✓ 監視カメラ、電子錠付門扉の設置、バス置き去り装置の設置など、防犯・安全対策が充

実している。 

✓ 保育が安全・安心に実施できる環境が整っている。 

✓ 火災・地震・不審者の侵入を想定した避難訓練を実施し、「自分の命は自分で守る」こ

との重要性を伝える指導を行っている。 

✓ 園児の体調管理や衛生管理を徹底しており、感染症の予防にも努めている。 

✓ 園児の自主性と協調性を育み、自然に接して豊かな感受性を養う一泊保育を毎年実施

している。 

✓ 近隣中学校や学園系列高校の生徒と園児が触れ合う機会が設けられ、園児に普段とは

異なる人と接することによる楽しさを経験させている。 

✓ 絵本が充実しており、絵本の貸し出しもあるため、園児が絵本に触れる機会が多い。 

✓ 園児の良いところをしっかりと見つめ、個性を尊重した保育を行っている。 

✓ あやとり、けん玉などの伝統的な遊び、季節の行事、伝統文化に触れる機会が多く、日

本の伝統と文化を園児達に伝えている。 

✓ 創立以来歴史も古く、伝統を大切にしながら、新しいことも取り入れている。 

✓ 小学校、警察署、消防署、買い物、お寺訪問など、園外での体験をたくさん取り入れて

いる。 

✓ 豊かな環境の中で野菜の育て方や生き物の飼育方法まで実践する保育を行っている。 

✓ 食育に関する取り組みが多く、「食」への関心が高まる保育を行っている。 

✓ 園庭は、自然が豊かで体で四季を感じられるうえ、果物の収穫や稲作体験もあり、収穫

したお米での調理実習も行い、園庭を活用した保育が実践されている。 

★子どもや保護者への関わり 

✓ 家族との関係を深める行事等を実施し、家族に密着した幼稚園運営を行っている。 

✓ 園児一人一人の気持ちに寄り添い、見守りながら保育を行っている。 

✓ 卒園生が訪問した際に「おかえり」と迎えてくれ、卒園生も保護者も訪問しやすい幼稚

園である。 

✓ 保護者会の活動が盛んで、保護者と幼稚園との距離が近いと感じる。 

✓ 保護者同士の交流やコミュニケーションも盛んで、保護者同士で相談もできる。 

✓ 「子育てサロン」など、保護者の学ぶ場もあり、教員と保護者がともに園児を見守る姿

勢がある。 

✓ 幼稚園での園児の様子をたくさん伝えてくれるので、保護者として安心する。 

✓ 保護者が相談しやすい環境があり、教員へも話しやすい。 

★検討すべき意見 

✓ 大学附属の幼稚園でありながら、学園施設の利用条件が厳しいため借りにくく、大学附

属のメリットが活かされていない。 

✓ 預かり保育の申込み締め切りに関して、もう少し柔軟性が欲しい。 

✓ 登降園時の自動車送迎について、保護者へ交通ルールの順守等マナー向上を徹底すべ

きである。 

✓ 若い教員の経験不足が見受けられるので、先輩教員が適時にアドバイスや指導を積極



的に行うなど、若い教員を含め教員全体が経験を積むことにより、より一層、質の高い

保育を目指していただきたい。 

✓ 若い教員には早期に退職するのではなく、できれば長く仕事をしていただきたい。ま

た、若い教員を大切に育成していただきたい。 

✓ 新しいことを取り入れることも大切であるが、良いところも残して欲しい。 

✓ 写真の販売は、データもいただきたい。また、教員が撮影した写真も販売して欲しい。 

✓ 幼稚園正門裏の駐輪場へ屋根の設置が必要である。 

✓ 駐車場を確保していただきたい。 

✓ 共働きの世帯が増える中、行事予定等をもう少し早めに伝えて欲しい。 

✓ 年々、暑い日が多くなってきており、プール指導を２学期の始めも行って欲しい。 

✓ 園庭で使用する乗り物（キックバイクなど）に痛みが目立つので、修理するか、新しい

ものを購入して欲しい。 

✓ 配付された手紙をアーカイブし、必要な手紙を必要な時にどこからでも閲覧できるよ

うにして欲しい。 

✓ 保護者への報告、連絡がもっと活発になればよい。 

 

以上の関係者評価を真摯に受け止め、慣れ合いになることなく、より良い保育・教育を目指

して各事業を推進する。 

 

７．財務状況 

学校法人谷岡学園として、監事及び公認会計士監査により、適正に運営されていると認め

られている。 

 


